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 役 員 

会 長 杉谷和代   直前会長 石田由美子 

副会長 福田宏子、石田由美子 書記 若林成幸   

会 計 吉田 明、堀江裕一  

会計監査  今田 稔 

六甲部部長 多胡葉子 

メネット連絡 今田和子 連絡主事 谷川 尚、 

 

事  業 

委員長 

 

ＹＭＣＡサービス・ユース 福田宏子 

地域奉仕・環境 福田宏子 EMC 石田由美子 

交 流 石田由美子  ファンド 三品ミチ子 

広 報(ブリテン) 長尾 亘、 (HP)  長尾 亘 

特別事業
  委員長
 

ＮＧＯ 鯖尻佳子  じゃがいも  福田 肇 

バザー 加藤光信 市民クリスマス 若林成幸 

 

お誕生日 

おめでとう！ 

 

        なし 

 

 例会出席者数          ２５名 

在籍会員数          ２４名 

出席会員数            ２１名 

出 席 率            ８７.５％  

メイクアップ(内数)     ４名 

メネット         １名 

コメット・マゴメット０名、ゲスト・ビジター３名 

ＢＦポイント  ６月        4,850 円 

       累  計      46,658 円 

にこにこＢＯＸ ６月         4,000 円 

       累  計      35,400 円 

物品販売累計             13,500 円 

 

宝塚ワイズメンズクラブ  ２０１４年７月会報 第３１０号 

        主 題 ・ 標 語 

 国際会長(I P)        Isaac Palathinkal  (インド) 

  主 題： ”Theme:Talk Less,Do More”  「言葉より行動を」 

  標 語： “Do it Now” 

        「今すぐやろう！」 

 アジア地域会長(AP)  岡野 泰和  (日本) 

  主 題： “Start Future Now”  「未来を始めよう、今すぐに」 

  標 語： “One Asia, One World”  「ひとつのアジア、世界はひとつ」 

 

 西日本区理事(RD) 松本 武彦 (大阪西) 

  主 題： 「響き合い、ともに歩む」 

       “To walk together, echoing each other” 

  標 語： 「こころ豊かにワイズ活動を展開し、ワイズスピリットをつないでゆく」 

 六甲部長     多胡 葉子(宝塚) 

  主 題： 「わたしとあなたの Y’Sダムを YMCAと共に」 

        《ユース・交流・地域》 

 宝塚クラブ会長  杉谷 和代 

  主 題： 「Shareする喜びを感じよう、その輪を広げよう！」 

        “ Let’ s feel the joy of sharing, Widen the circle of it  ” 

今月のテーマ： 評価・計画 

「神の霊によって導かれる者は皆、神の子なのです。あなたがたは、

人を奴隷として再び恐れに陥れる霊ではなく、神の子とする霊を受け

たのです。この霊こそは、わたしたちは「アッバ、父よ」と呼ぶのです。

この霊こそは、わたしたちが神の子供であることを、わたしたちの霊と

一緒になって証してくださいます。」   

                       （ローマ８：１４－１６） 

                     

 

 

 

 

 

                            

                       

２０１４年７月第 1 例会 

  日 時：２０１４年７月９日(水)18:30 
  場 所：宝塚ホテル ゴールドの間 
  会 費：会員３,１00円、会員外３,500円 
               ドライバー    若林 成幸 
                鯖尻 佳子 
  開会点鐘          石田由美子直前会長 
  ワイズソング        全   員 
  聖 書           桑田 勝弥 
  祈 祷           吉田 明 
  ゲスト・ビジター紹介    石田由美子直前会長 
  役員交代式 
  会 食 
  総 会  １）事業報告    ２）決算報告 
       ３）新年度活動報告 ４）予算審議 
  報 告、アピールタイム 
  誕生日のお祝い 
  YMCA 報告         谷川 尚連絡主事 
  閉会点鐘          杉谷和代会長 
   
   
   
 

  
 

６ 

月 

実 

績 
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６月第一例会は１１日（水）午後６時３０分

より宝塚ホテル・ゴールドの間で石田会長の

「後２回の点鐘です」の挨拶ではじまりました。

例年６

月は 1

年間の

活動報

告で会

長から、

各事業

委員長の報告が 3 分の約束で始まりました。熱

心な報告で予定オーバー、司会者泣かせの例会

でした。その他にハワイ地区大会に参加した石

田会長の報告の予定でしたが、プロジェクター

の調子が悪く７月例会に成りました。 

 宝塚クラブの７月例会は新会長を中心とし

た新事業計画の発表の例会ですが、今期７月か

らは宝塚クラブから六甲部長を出しますので

部長訪問、部長方針を聞きます。                   

ドライバー長尾  亘 

 

 

 

     ６月第 2 例会報告 

 

 ６月第２例会は、６月１８日（水）１８時３

０分から、宝塚西公民館会議室に場所を代えて

行われた。 

これまでお世話になった逆瀬川のハッピーハ

ウスが使用できなくなったためである。出席者

は、石田会長、杉谷、福田宏、堀江、多胡、吉

田、長尾、若林各メン、谷川主事、今田和子ﾒﾈ

ｯﾄの１０名。 

 

 

１．西日本区大会の報告 

 西日本区大会は、ホストクラブである岩国ｸﾗ   

  ﾌﾞ、岩国みなみｸﾗﾌﾞの一致協力のもと、まれ 

  に見る盛り上がりの内に幕を閉じた。宝塚か 

  ら１１名が参加。 

  次の各賞を受賞。Ｙサ・ユース献金優秀ｸﾗﾌﾞ 

  賞、CS・環境優秀賞、YES 献金達成賞、 

  BF100%達成賞、ﾒﾈｯﾄ事業最優秀賞（六甲部）。 

 第１日ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ終了後、DBC の岩国ｸﾗﾌﾞと鹿 

児島ｸﾗﾌﾞとﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ・ｱﾜ （ー二次会）を行い、  

近い将来の鹿児島ｸﾗﾌﾞとの DBC 締結を視野 

に楽しい交流がなされた。 

 代議員会に出席の石田会長から、ワイズ活動 

  記録の内、神戸 YMCA 国際協力募金経由の

「東日本被災地支援献金」などは、西日本区記 

  録に載らないため、他ｸﾗﾌﾞとの比較して実績 

  がないように写ってしまう旨、説明があった。 

  献金ルートが複数ある場合に起こることで 

  やむを得ないこととし、今後とも従来方法で 

  進めることを了承した。 

２．ＤＢＣ締結について 

 鹿児島ｸﾗﾌﾞとのDBCを進めるため、9/27（土） 

  西中国部会（岩国市）においてお見合い会を 

  計画する。

また、千葉

ｸﾗﾌﾞからも

締結希望が 

  寄せられ

ており、前

向きに検討

する。 

   （岩国クラブ、鹿児島クラブ、宝塚クラブ） 

３．会計担当からの提案 

 定期総会に提出の会計報告に関し、収入の部 

  の諸献金や支出の部の活動費・諸献金の一部 

  について献金の趣旨や活動の目的が分かる 

  ような表現に改めたい旨、提案があり、次年 

  度予算から改正することを了承した。 

 

      ６月第 1 例会報告 
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４．行事報告 

① 6/7（土）交流事業委員懇談会 神戸Ｙに 

て STEP,YEEP 等、ユース対応の危機管

理について 

② 7/9（水）YMCA 三宮会館再建についての   

会員・職員懇談会。武田ﾒﾝ出席予定。 

③ 7/16（水）18 時、ﾗｰﾒﾝ「あ」、石田会長・ 

山崎バザー委員長ご苦労さん会、会費

2500 円 

④ 7/26（土）14〜20 時、六甲部第１回評議 

会神戸Ｙ→クラウンプラザホテル、6000

円 

⑤ ８/13（水）８月第１例会、納涼例会とし 

バイキング形式のビアガーデンプラン、

会費 5000 円。 

  ⑥ メネット会を武田ﾒﾝ宅にて。日程未定。 

  ⑦ 8/19（火）土佐堀ｸﾗﾌﾞ納涼例会 

  ⑧ 9/6（土）10〜14 時、六甲部会、関学会館 

     にて、講演会に武田 建先生を招聘、「心 

     の育ちかた・育てかた」（仮題） 

５．第２例会の場所 

   第２例会の会場であったハッピーハウス 

    が利用できなくなった為、売布駅近くにあ 

    る「フレミラ」を候補先としていたが、利 

    用許可申請手続きに時間をを要すること 

    から、当分の間、宝塚西公民館（小林駅か 

    ら徒歩３分・若林宅に近接）を利用するこ 

    ととした。 

             書記 若林成幸 

 

 

  

 無事に 2 回目の会長を終える事が出来ました。

クラブのみなさまのご協力に感謝します。 

「交流こそワイズの楽しさ」をテーマに、ワイ

ズ活動の原点である例会を充実させるために

交流事業委員会と EMC 事業員会のメンバーで

「楽しい例会実行委員会」を構成し、ゲストや

ビジターを多くお迎えしてクラブの活性化に

つなげました。結果、沢田郁ワイズがお仲間に

なりました。感謝です。 

  第 17 回西日本区大会は感動の大会でした。 

ホストクラブである高瀬稔彦理事輩出の岩国

みなみクラ

ブはチャー

ターして 3

年、21 名の

メンバーは

30代から５

０代と言う

若いクラブ

です。西中国部は全員で約 80 名。 

マンパワー、施設、アクセス、等限られた条件

の中で最大のパフォーマンスでした。 

実行委員会の岩国クラブ・森脇久会長の開会ご

挨拶は緊張の中にもホッとする心のこもった

もので印象的でした。会期中のスムーズな進行、

工夫をこらした演出などを思うと、どれだけの

苦労と努力があったのだろうと推察します。 

閉会式での坂田王将実行委員長のご挨拶はそ

れまで感じていた事の再確認になりました。思

わず立ち上がって拍手をしたら涙が出ました。

歴史に残る大会になるかも分かりません。 

  7 月からは杉谷和代会長の方針のもとに宝塚

クラブらしい楽しい、元気な、品格のあるクラ

ブでありたいと思います。 

          直前会長 石田由美子 

 

   第 17 回西日本区大会前夜祭報告 

  

2014 年 6 月

13 日（金）、

18:00 から錦

帯橋近くに

ある老舗料

亭「半月庵」

 会長報告と西日本区大会報告 
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で前夜祭が開かれました。 

ここは創業 143 年、旧海軍や地元の人々から親

しまれている由緒あるお宿です。ご当主は岩国

みなみクラブの森本洋一ワイズ。和室であるに

もかかわらず、テーブルに椅子、と言うシニア

には助かるしつらえでおもてなしの心を感じ

ました。会場は 100 名近くの満席。 

アトラクションにお琴の演奏があり、高瀬茜ワ

イズも見事な腕前を披露されました。全員で歌

う「花は咲く」とお琴の合奏でクラブを代表し

てフラを踊

りました。 

茶懐石ベー

スのお料理

に満足し、

岩国の銘酒

「獺祭」に感激し、宿舎に帰る途中見た夜の錦

帯橋とライトアップされた岩国城は前夜祭の

最高のフィニッシュでした。   

直前会長 石田由美子 

 

 

第１７回西日本区大会に参加して 

            閉会式の感動       

前夜祭に始まり大会一日目、２日目と進行し、

あっという間に大会は閉会式のクライマック

スを迎えた。各事業の表彰式と次の役員交代式

の間に奇抜な演出があった。今大会実行委員長

が舞台上手から恰好よくトランペット演奏を

しながら現れ会場を魅了した。会場に響き渡る

トランペットの響きには会場全体が引き込ま

れた。大会中のＢＧＭはすべて生演奏で行うと

いう企画であったと後の実行委員長の挨拶の

中で言われたが、それは参加者を歓迎するおも

てなしの心を高めるために生演奏で一層の効

果をもたらす心温まるものであった。理事役員

交代式は Y’s Men’s の伝統にのっとり厳粛

に執り行われた。一つ一つが西日本区大会デビ

ューであった去年の名古屋大会の時に私自身

にどれほど心に刻まれたか比較もできないほ

どの今回の感動であった。理事交代式は過去一

年間の労苦に感謝の意を表し、フレッシュな新

理事や、新理事を支えるキャビネットに期待す

ると同時に Y’s Men’s の将来にさらなる発展

を期待する大事な厳粛なものである。その効果

を高めるには壇上のメッセージが客席に伝わ

ってこそ舞台と客席が一体となる重要な意味

深いセレモニーとなるる。そういう意味では、

退任理事の感慨深い挨拶や、次期理事の大いな

る抱負などを聞いていると何だか胸に熱いも

のを感じた。最後に実行委員長の挨拶の時には

舞台には３日間黄色のＴシャツでホスピタリ

ティーとして元気にあちこち駆け巡った実行

委員会のメ

ンバーが並

び、心から

湧き出てく

る感謝の気

持ちをとて

も自然体な

がら言葉を

選び暖かく 謙虚に語る挨拶に会場は割れん

ばかりの拍手がしばらくやむことがなくその

感動はスタンディングオベ―ションとなって

感動のクライマックスとなった。理事の人柄と

ティームの団

結と純粋な心

が、静かな小さ

な町で行われ

た大会を成功

に導いたもの

だと痛感した。 

      （六甲部部長引継多胡葉子ワイズ） 

私にとっては大変多くを学び、多くの方と出会

い、奉仕精神の清らかさ、などなど貴重な体験

させていただき、次期の活動にエネルギーをい

ただいた印象深い大会となった。 

             会長 杉谷和代 
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    第１８回西日本区大会報告 

   音楽いっぱいの大会運営に感動 

               

 今回の大会は、始から終わりまで、まるで音

楽会のような雰囲気のもとで、多彩なプログラ

ムが整然と進められた。まず、開会式の前奏曲

として小学６年生と２年生姉妹によるバッハ

作曲「２つのヴァイオリンのための協奏曲」に

目も心も奪われ、その後も進行するプログラム

に合わせ、会場を和ませ、瞑想の安らぎなど、

多彩な生演奏が行われ、実に見事な演出であっ

た。閉会宣言直後沸きあがった熱烈な拍手とス

タンデイングオーベーションが大会の大成功

を祝った。 

 後刻、坂田実行委員長にお願いして演奏曲目

を教えてもらったので記録に残しておきたい。 

バッハ作曲「 2 台のピアノのための協奏曲」、 

ブラームス作曲「ハンガリー舞曲 1、4 番」、NHK

復興支援ソング「花は咲く」、カーペンターズ

「 Top of the world 」2 日目授賞式、映画「炎

のランナー」のテーマ曲 、槇原敬之のヒット曲

「どんなときも」、カーペンターズ「青春の輝

き」、荒川静香のアイススケート・伴奏曲「You 

raise me up 」、ルイ・アームストロング「What 

a wonderful world」。 

また、１日目夜のパーテイーにおいて管楽器グ

ループが、「東京オリンピック・ファンファー

レ」、ヴェルデイ作曲「アイーダ凱旋行進曲」

などを演奏してくれた。 

               若林成幸 

 

     西日本区大会に参加して 

 今年の西日本区大会に参加して感じた事は

壇上に女性の方が増えたことです。 安倍総理

が女性の登用を歌っておられまけれど、Y‘s

では当然の先取りと嬉しくなりました。 

 今後とも女性ならではの細かな働きと共に、

広い見識をもっての地についた活躍を期待し

ています。 

          メネット 今田和子 

 

 

 

 

 

2014 年 5 月 30 日（金）～6 月 1 日（日）の 3

日間、ハワイ島ヒロ郊外のハワイ火山国立公園

内にあるキラウエア・ミリタリー・キャンプで

開催された USA 地区ハワイ区大会に、ヒロク

ラブと IBC である大阪土佐堀クラブの生地義

治ワイズ、工藤義正ワイズ、丹吾礼ワイズの 3

ワイズに連れて行って頂きました。 

 1 日早くヒロへ着き、その夜はヒロクラブが

IBC ナイトとして、名古屋東海クラブの野村秋

博ワイズ・靖子メネット、大阪土佐堀クラブの

３名、そして勝手について行った私を招待して

の歓迎夕食会でした。ヒロの町へはここ 10 年

間毎年訪れています。いつ行っても 10 年間変

わらない、と言う所が多く癒される町です。 

 翌日のランチョンパーティから大会はキッ

クオフになりました。素晴らしいお庭のレスト

ラン「ナニ・マウ・ガーデン」にはヒロクラブ

以外からの大会参加者はもとより、長尾亘ワイ

ズのお友達、故ベン・イノウエのメネット、リ

リー・イノウエも出席しての楽しいランチでし

た。その後、海抜１２００ｍにある KMC へ移

動し、それぞれキャビンにチェックイン。16 時

にハワイ区理事、シャーロン・イシダの点鐘で

開会し、歓迎挨拶、報告など、プログラムに入

って行きました。 

 ハワイ区の YMCA はアルコールなし、とな

っていますので、夕食後は離れたキャビンにあ

るホスピタリティルームに、ビール、ワイン、

などの裏プログラムがセットされ、賑やかに盛

り上がりです。 

 ヒロクラブのランス・ニイミが私達を約２ｋ

ｍ離れたハレマウマウ火口へ車で連れて行っ

てくれると言うので、わくわくしながら出かけ

ました。昼間には何度も来ていますが夜の火口

は初めて。寒い！が、噴煙に炎が映えて迫力の

 USA 地区ハワイ区大会に 

         参加して 
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ある光景でした。まさに地球のパワーです。 

ヒロへ行く時は、傘、レンコート、ダウンジャ

ケット、そして日焼け止めが必需品です。今回

も全て出番あり！ 

 2 日目の夕食にはヒロに住んでいる友人夫妻

を私のゲストに招きヒロクラブのメンバーを

紹介しました。彼も 

別のボランティアクラブのメンバーなのでい

ずれ Y'S に入会してくれれば、と願っています。 

その席で大会コミティ―から、名古屋東海、大

阪土佐堀、大阪泉北クラブの IBC メンバーに記

念品が贈られました。

最後に「いずれ IBC になってくれる yumi へ」

と私にも・・・ 

 ハワイはさすがアロハホスピタリティ溢れ

る優しい所です。私にとっては一番馴染みのあ

る安心の場所です。 

初めて会った人々なのにもう何年も前からの

友達のような感じがします。新たな IBC がいず

れ出来ればいいな、と思います。ハワイのワイ

ズメンに MAHALO！（ありがとう）     

              石田由美子 

 

      Y カフェに参加して 

 Y カフェとはどのようなものなのかと参加し

てみた.リーダー、OG、OB、ワイズ、職員の方々

に呼びかけての交流会。世代をこえて YMCA

につながっていこうということで始められた

とのこと。 

 今回は元職員で現在はワイズのメンバーで

もある岡山泰典さんがゲスト。 

持ち前の彼のキャラクターでギターを抱えて

次々にギャ

ル語り、とキ

ャンプソン

グが飛び出

し、彼のペー

スに引き込

まれ約二時

間があっと

いう間にすぎた。参加者は現役のリーダー、幼

稚園の先生、ワイズのメンバー約 30 人。現役

のリーダーの参加とともに社会人として活躍

しているリーダーOG,OB の参加があるのかと

新しい方々の出会いを楽しみに参加したが、

OG、OB はワイズのメンバーばかりということ

が残念。しかしながら久しぶりに懐かしいキャ

ンプソングを思い切り歌って交流のひと時を

過ごした。 

             多胡 葉子 

                         

【今月のみ言葉】 

         浅田容子牧師 

 石けん よーし、 タオル よーし、湯加減 

よーし、パパが風呂場のぞく口実 全然なーし」

（今村嘉之子、女 13 歳） 

 

「お父さん、コワイけど弱い人。気がついちゃ

ってごめんなさい」（山本明日香、女 17 歳） 

 

「『人間はな・・・』親父の説教はすごかった。 

 昨日、息子に『人間はな・・』と始めたら あ

くびしていた。」 （小山年男（男性、66 歳） 

 

「退職の日、飯おごったくらいで泣くなよ。 

俺、親孝行してないなって反省したぞ。」 

          （福岡信之、男 29 歳） 
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「唯一の会話は、野球を見ている時だけ。 

だから、ドラゴンズ、ガンバレ！」 

          （矢田宏起、男 14 歳） 

 

「『姑(かあ)さんが大変だろう』と一言、言って

逝(ゆ)かれた。解(わか)って下さっていたのです

ね。」       （樫村志津子、女 59 歳） 

 

「病床の父に「愛」を込めて・・・聞こえる？

お父さん！私達この国に、まだお墓がない

の・・・。頑張って、もう少し、生きようよ！」      

          （坂本英子、女５３歳） 

 

「中年になった父へ・・・私が『この人かっこ

いいね。』って言うとオレも昔は・・・」って 

だから何なのさ。」  （柴田恵里、女１３歳） 

 

「父さんとケンカした夜に泣きました。勝って

しまったから泣きました。」 

           （石井洋三、男 22 歳） 

 

「昔、お父さんのいない友達をよく家につれて

きたっけ。一度お父さんに、『ジャックにレス

リング用シューズを買ってあげて』と頼んだこ

とがあったけど、お父さん買ってくれたね。」        

       （ジェリ・ブランク、女 40 歳） 

 

「最近父が私に言ったものだ。『わしの９０歳

の誕生日におまえが居るかどうかわからんな』

って。『どうして』と私がたずねると、『だって

お前 71 歳になるんだろう』が父の答え。」 

       （ハリー・プライズ、男 68 歳） 

 これらの手紙には、息子や娘のお父さんへの

期待、思いやり、亡き父への思い出、愛があふ

れていて心が温かくなりました。父の日だけで

なく、「天の父」を仰いで生きる家庭は幸せで

すね。 

 イエス様は神様に「アッパ、父よ」と親しく

呼びかけて祈られました。慈しみに富み、無条

件に赦して下さる神のもとで、我々は皆神の子

供であり、神の家族、兄弟姉妹なのです。「ア

ッバ(Abba)」とはアラム語で「父」という意味

です。新約聖書 3 回（マルコ１４：３６、ロー

マ８：１５、ガラテヤ４：６）用いられていま

す。キリストの十字架によって、罪ある私たち

も神を「アッバ、父よ」と呼ぶことを許された

ことを意味深く示す言葉です。私たちは常に

「主の祈り」で世界中の兄弟姉妹たちと共に

「天にまします我らの父よ。・・・」と、神様

を父と呼びかけて祈れることは素晴らしい嬉

しい恵みですね！ 

「神の像」に似せて人間を創造された「唯一の

神」は、人間がお互いに憎しみあい、殺しあう

事を望んではおられません。神が全宇宙の創造

主であり、支配者であるならば、他宗教の人々

も含んだ全ての人々の創造主です。全ての生き

物はこの創造主なる神のうちに生き、動き、存

在しています。他宗教・他民族の人々も同じく

「神の子」であり、兄弟姉妹です。共通の創造

主なる神の家族として「共に平和に生きる」日

が来るように、キリスト者は「本物の証人」と

ならねば今日の世界で伝道や宣教活動はでき

ません。我々の生き方からキリストの愛や赦し、

受容を示していけるようになりたいものです。 

 

  

 

 

 

 

 

１）Y カフェ！（ユースリーダーと会員の集い）

ご報告 

天隣乳児保育園の岡山泰典さんを講師にお招

きし、第２回の「Ｙカフェ！」が和やかで楽し

い雰囲気の中で行われました。参加者は、リー

ダーが１３名、ワイズが１０名、職員が８名、

委員が２名、その他１名の合計３４名でした。

岡山さんからご自身のキャンプ経験、リーダー

経験等に基づく様々な場面でのキャンプソン

YMCAだより 
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グとの出会い、その魅力などについて熱く語っ 

ていただくとともに、ギターを片手にたくさん

のキャンプソングをみなで歌う、あっという間

の２時間でした。 

２）定期総会、開催 

 去る 5 月 30 日（金）に 2014 年定期総会が開

催され、100 名を越す会員の方々が参集され、

現会館での最後の総会を終了することができ

ました。昨年度の報告に合わせて、三宮会館再

開発事業の進捗と計画についてスライドを見

ながら説明をさせていただきました。また、恒

例のボランティア奨励賞を 5 組の方々に感謝を

もって表彰させていただきました。 

３）神戸 YMCA 新会館建築募金のお願い 

先月の例会でもご案内いたしましたが「神戸

YMCA 新会館建築募金」として新会館の建築の

ために募金活動がスタートしています。目標額

2 億円という大変大きな額を目標としていて、

実現可能か心配される会員の方もおられます

が、当初の総工費の 10%を目標にしようという

ことで設定された金額です。3 年間の募集期間

としてできる限りの努力をして、多くの方々か

ら募金を得たいと思っています。清水泰人公財

副理事長を募金委員長として募金運動が始ま

っていますが、募金委員会では金額もさること

ながら、できるだけ多くの方々が参加してくだ

さることを期待しようということで個人募金

は一口 3000 円としています。リーダーの皆さ

んにも参加してほしい、3000 円が大きかったら、

複数者で 3000 円でも、という話を委員会では

しています。すべての人の命が光り輝くための

会館を多くの人で支えて作ろうという運動を

してくださることを期待しています。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

４）今後の予定 

１．三宮会館再建についての会員・職員懇談会

開催 

神戸 YMCA の大きな課題であります三宮会館

再開発事業も、第 1 段階の「ファミリーウエル

ネスセンター」の建設は順調に進み完成に近づ

いておりますが、第 2 段階の三宮会館建設につ

きましては、協働事業者もほぼ決定し、基本設

計を固めるタイミングとなりました。 

 つきましては、新しい三宮会館の建設に関し

て、会員の皆様に自由なご意見やご感想、ご要

望などを伺い、意見を交換する場をもちたいと

以下のように懇談会を設定させていただきま

した。皆さんのご意見を参考にした実現をめざ

したいと思います。 

日 時：2014 年 7 月 9 日（水） 

       午後 6 時 30 分～8 時 30 分 

場 所：神戸 YMCA チャペル又は会議室 

      （当日ご案内いたします。） 

懇談テーマ：「新しい三宮会館の建設について」 

 参加希望の方は、７月２日までにご連絡くだ 

 さい。 

２．スペシャルコンサート in SEIAI 

   神戸 YMCA のハンドベルグループの「神戸

YMCA ベルクワイアー」が会館建築募金活動の

一環として下記のコンサートを神戸聖愛教会

のリコーダーグループのご出演を得て企画さ

れました。ご協力をお願いいたします。 

日 時：７月１２日（土）午後４時３０分～ 

場 所：日本キリスト教団神戸聖愛教会 

内 容：「神戸 YMCA ベルクワイアー」と「せ 

    いあいパイパース」によるジョイント 

    コンサート。 

入場料：１，５００円 

 

         お   願   い 

２０１４／１５年度 前期会費納入 

新しい年度となりました。会費納入をお願いし

ます。 

 ◎ 前期分  ２０，０００円 

 （銀行振込の場合） 

   銀行名  三菱東京 UFJ 

              宝塚中山支店 

    口座番号 普通預金 ４５８５８３６ 

   口座名 宝塚ワイズメンズクラブ会計 


